
＜ 世 界 の 声 ＞ 「 究 極 的 に 完 壁 な ク ラ イ マ ッ ク ス へ と 発 展 す る 。 満 点 」 「 絶 対 的 な 傑 作 」

これまで一切日本に紹介された形跡のない、 1 9 6 9 年 イタリア 本 作 の「メアリーのテーマ j は 世 界的な人気を誇る。
製ウルトラ・ボップ・アヴァンギャルド・セックス・スリラー ま た ､ 美 術 面ではフランスの芸術家ニキ。ド ･ サ ンファル
が ､ 製 作 か ら 5 5 年 を 経 て 日 本 に 初 上 陸 す る 。 終 わ り な き に よ る 巨 大 女 性 像 ＜ ホ ン ＞ の レ プ リ カ が 使 わ れ 作 品 に
男 女 の 対 決 を 描 き ､ エ リ オ ･ ベ ト リ 『 華 麗 な る 殺 人 』 ( 6 5 ) 、 忘 れ 得 ぬ 印 象 を 刻 む ほ か ､ 記 号 の 繰 り 返 し に よる 空 間 構 成
マルコ・ヴイカリオ『黄金の七人』 ( 6 5 ) 、 ロ ジェ ･ バ デイ で 平 面を造形するイタリアの抽象画家ジュゼッペ・カボグ
ム『バーバレラ』 ( 6 7 ) 、 パスクアーレ ･ フエスタ・カン 鐘 ツシ作品へのオマージユが劇中に施されている。

パニーレ『女性上位時代』( 6 8 )、ジユリオ･クエス 米国では『カルメン･ベビー』( 6 7 )、『炎』 ( 6 9 )、『夜行性情欲魔』の監督
テイ『殺しを呼ぶ卵』 ( 6 8 ) な どの名だたる作品ラドリー ･ メ ツガー率いるオーデユボン ･ フ イルムが全米配給権を取得、
群にも通じるエ錘テイシズムとフェテイシズム『サンフランシスコ連続殺人鬼』 ( ” ) と の カ ップリング興行も行われた。
を漂わせ ､ サイケデリックなサブカルチヤーと 海 外 では近年本作の存在を発見する者が多くあらわれ、「性的異常が
セックス、ブラックなユーモアも含めて完壁 こ れ ほど魅惑的に感じられる映画は他にない」「すべてのフレームが
かつ超洗練の異常世界を構築、近未来 S F 単 独 でも機能する」「スタイリッシュで、非道徳的で、完全に狂った恥
的 美 術 造 形 は 唯 一 無 二 の 異 様 さ を 醸 し 出 し 、 知 ら ずの エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト だ ! 」 と 驚 き の 声 が 挙 が り 続 け て い る 。
あまりの傑作ぶりに観る者は顎が外れること必 相 容 れない男女の生態を極彩色の筆致で描いた、世にも残酷な
至 ｡ サ デ イ ス テ イ ッ ク な 凌 辱 魔 人 セ イ ヤ ー 役 に 『 黄 物 語 ｡ あ ま り に 痛 烈 で 華 麗 な 結 末 を 見 届 け た ら 最 期 、 全 身 を 中
金の七人』『女性上位時代』『愛の嵐』 ( 7 3 ) の 名 優ブイ 毒 のように絡め取られるだろう。
リッブ・ルロワ。監禁される女性メアリーを大量のイタ
リア犯罪映画､ホラー映画､エロティック映画で活躍､マリ可 精巧な拷問技術の達人という裏の顔を持つ慈善財団
オ･バーヴァやルチオ.フルチ作品にも出演したドイツの女優大幹部セイヤーは､ジャーナリストのメアリーを拉致
ダグマー・ラッサンダーがクールに熱演｡音楽は『ベニスの愛』 監禁､〃､イテク装備満載の秘密のアジトで､想像
(70)、『夜行性情欲魔』(71)、『血みどろの入江』(7ｴ)等を手掛けるを絶する肉体的、精神的凌辱の限りを尽くす。
イタリア映画音楽の巨匠ステルヴィオ・チプリアーニ。エンニオ．だが､言葉にできない恥辱を受けても微笑む
モリコーネの影響も垣間見える極上のラウンジ･ミュージックをベー メアリーはセイヤーの想像を遥かに超えてい
スにボップ､サイケデリック、ジャズを縦横無尽に駆け巡るチプリた。弱音を吐き始めるセイヤー。いま、洗練と
アーニの美しいメロディは映画を飛び越えて独立した存在感を発揮、野蛮が表裏一体の、性の対決がはじまる。

｢硬面票函嘉屈屋蕪1男女残酷物語／サソリ決戦くｶﾗｰ作品〉監督･脚本:ピエロ･スキヴァザッバ製作:ジュゼッベ.ザッカリエーロ撮影:サンテ.アキーリ
美 術 : フ ラ ン チ ェ ス コ ・ ク ッ ビー ニ 衣 装 : エ ン リ コ ・ サ バ テ ィ ー ニ 編 集 ： カ ル ロ ・ リ ア リ イ 音 楽 ： ス テ ル ヴ ィ オ ・ チ プ リ ア ー ニ
出 演 : ﾌ ｨ ﾘ ｯ プ ･ ﾙ ﾛ ﾜ 、 ダ グ マ ー ･ ラ ッ サ ン ダ ー ､ ロ レ ン ツ ァ ･ グ ェ ッ リ エ リ 、 バ ロ ･ ｿ ﾚ ﾘ ､ マ リ ア ･ ク マ ニ ・ ク ア ジ モ ド 、 ﾐ ﾚ ｯ ﾗ ･ バ ン フ イ ー リ
1 9 6 9 年 I イタ リア映画｜ビスタ 1 9 0 分 ｜ 原題 : F e m i n a R i d e n s l 英 題 目 T h e L a u g h i n g W o m a n ／ T h e F r i g h t e n e d W o m a n
⑨ 1 9 6 9 - C e m o F i I m （ I t a I i a ） - S u r f F i l m A I l R i g h t s R e s e r v e d - ｷ ﾝ ダ ﾚ ｺ ｰ ド 提 供アンプラグド配給イタリア残酷超特作
公式HP:unpfi Im､cont/dan jyozankoku   X (Tw i t te r）:＠dan jyozankoku

展 “ " 灘サソリとは鋭、鋏のような触肢を 最 後 尾に毒針を持ち背後から刺す 震跳鷲駿蔑蕊疑灘鼠霊震。琴ちなみに -キ・ド・サンファル自身はサソリ座であり 家 父長制社会による陥を見抜き暴くというその性質を生蕊鍔りとした。
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｢ 心 か ら 感 動 する芸術」「すべてを先取りしている」「夢のように素晴らしい音楽と映像」
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